
夏に強い宿根草花壇づくり
講習会の主な内容

〇講師：永江晴子

〇参加者：大倉山公園愛護会の皆さん

・植え付け：腐葉土をたっぷりと元肥を混ぜ込み土壌改良。宿根草苗はバラバラでなく、3 株

ほどまとめて植えるのが基本。株間は20㎝～25㎝広めにとって、根を張らせ大株に育てる。

苗は浅植えでも深植えでもなく、地面と同じ高さで植えつける。

・水やり：水たまりができるまでやって、全てやり終ったら、もう一回ずつたっぷりと。植え

付け直後は特にたっぷりやる。その後の水やりは週1 回。少雨が続くときは週2 回程度を目安

に。葉がしなっとしてきたらやる程度で、水やりは控えめの方が根張りがよくなる。

＜4月11日＞

・除草：最初が肝心。根が深く広がらないうちに雑草を抜く。暑くないうちに除草を頑張る。

季節が進んで宿根草の株が育っていけば、雑草は入り込めなくなる。

ヒルガオ、ドクダミ、チガヤ、ハマスゲは出来るだけ根を残さないように。

＜5月8日＞

・苗の堀り上げと移植：混み入ってきたサルビア・ネモローサなどの株は、早めの時期なら掘

り上げて移植することも可能。委嘱するときは、花穂を摘んでおくと株が弱りにくく安心。

・支柱建て：ユーフォルビア・ウェルへニーなど、花が重くて倒れてしまうものは、せん定枝

など自然素材の支柱で支えるとよい。

＜5月21日＞

・初夏の切り戻し：サルビア・ネモローサなど込み入った部分は、風通しがよくなるように、

株元近くの葉の上で切り戻す。カラミンサ、ガウラも同様。

＜6月12日＞

・初夏の花がら摘み：チャイブなど終わった花は、花がらを摘むことで夏ごしに備える。

＜6月26日＞

・鎌を使った除草：宿根草を出来るだけ傷つけず、ピンポイントで雑草を抜くには、鎌を利用

するとよい。根元の土に差し込み、雑草の根や球根も一緒に取り去る。

夏の暑い時季には、根こそぎ雑草をとることはせず、鎌でなでるように刈り取るのも一つの

方法。地表の草をあえて残すことで、土を日光から守ったり泥はねの防止になる。

・盛夏直前の花がら摘み：植え付け1年目は、株がまだ未熟なので、多くの宿根草は夏前に花

がらを摘んだ方がよい。ガイラルディア、エキナセア、ルドベキアなど。

・盛夏直前の切り戻し：ガウラは強健で旺盛に茂るので、夏前に一度半分ほどの高さにバッサ

リ切り戻すとよい。花穂が再び上がって来る。



記録写真 / 大倉山公園 ①

＜2023年12月＞

＜2024年3月＞

◎植えつけた植物の品種（株数） ～夏に強い宿根草～
◉サルビア ネモローサ（20） ◉フロックス’ブルーパラ
ダイス’（４） ◉カラミンサ（６） ◉アガパンサス・ク
イーンマム（６） ◉エキナセア プルプレア（11）
◉ユーパトリウム ‘羽衣’（２） ◉ガウラ（６） ◉ベロニ
カ・オックスフォードブルー（20） ◉ガイラルディア
グレープセンセーション（11） ◉オミナエシ（４）
◉ユーフォルビア ウェルへニー（９） ◉ルドベキア ’リ
トル・ヘンリー’（２） ◉ポピーマロウ（20） ◉ルドベ
キア ’ゴールドストル（２） ◉シロバナチャイブ（20）
◉アガスターシェ ’ブラックアダー’（５） ◉カレックス
エヴァリロ（２） ◉アリウム ’サマー・ビューティー’
（６） ◉ヘリオプシス ’ブリーディングハーツ’（８）
◉トウテイラン（７） ◉アスチルベ ’チョコレートショー
グン‘（５）

愛護会では公園内の数か所で
一年草と球根を毎年植栽してきた

新たに宿根草ガーデンを
作ることになった場所

既存のサクラとローズマリーは、花壇の植栽として
活用。サツキは伐根移植した。

たい肥と腐葉土、有機質肥料を混ぜ込み、土壌改良
を行った。

宿根草苗は3月21日に、およそ150株を新たに植え
付けた。



夏に強い宿根草花壇づくり 配布資料
（大倉山公園）

＜植え付け時＞
・永江講師の植え付け品種一覧 ＆ 配置図



記録写真 / 大倉山公園 ②

＜4月11日＞

＜5月8日＞

＜5月21日＞

ヒルガオやカタバミなど
除草のコツを伝授

水やりはメリハリが大切。やるときは
「水たまりができるまで」を2回繰り返す。

サルビア ネモローサなどが開花

通りかかった保育園の園児たちと交流

除草作業など。
混み入った植物を移植した。

梅雨前の蒸れ対策で、切り戻しを行った。
花壇の名前は「ほほえみ花壇」に。
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＜6月12日＞

夏に咲く宿根草タイプのアリウム

アスチルベ
チョコレートショーグン

エキナセア プルプレア ルドベキア

サルビアやカラミンサなど
混み入った株を切り戻して風通しよく
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＜6月26日＞

オミナエシ

10品種以上の宿根草が
花を咲かせるハイシーズン

ヘリオプシス
ブリーディングハーツ

アガスターシェ

花後に強く切り戻すものと、花がらだけ
を摘むものなど、品種による違いも。

ユーフォルビア
ウェルへニー
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